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ラガーめし食おう隊（春日市商工会）

◆立ち上げ

　実行委員会専門員会議において、ＲＷＣ
２０１９開催前に春日市商工会加盟店が春
日市を盛り上げていこうという趣旨で企画
されました。
　公認チームキャンプを実施する国の食を
提供することで、市民の国際理解を推進す
ること、また、大盛もしくは高たんぱくの
食事（ラガーめし）を提供することでラグ
ビーを身近に感じてもらうことを目的とし
ました。

◆事業内容

【期間】（３回に分けて実施）
　第１回　７月２２日～７月２８日
　第２回　８月１９日～８月２５日
　第３回　９月　９日～９月１５日

【周知】
　チラシを作成し、市内各所で配布するとと
もに、ＳＮＳを活用しＰＲを行いました。

【実施店舗】
　春日市商工会加盟飲食店延べ５４店舗

◆成果

　参加店舗ごとに趣向を凝らしたメニュー
を提供し、市民の国際理解の推進やラグ
ビーを身近に感じてもらうという当初の目
的は達成されました。また、実施店舗には、
ＲＷＣ２０１９のポスターを掲示し、大会
機運の醸成を図ることができました。
　約２，７００人が本イベントに参加し、
チラシを見て新規客が訪れるなど、参加店
舗にも一定の事業効果がありました。

ホムさんこだわりカツカレー

牛さがりロッシーニ風
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春日市民図書館講演会

　ＲＷＣ２０１９を盛り上げていくため、
春日市民図書館の主催で講演会が開催され
ました。（株）ベースボール・マガジン社
ラグビーマガジン編集長の田村一博氏を招
き、市長との対談や参加者約８０人と質疑
応答を交えながら、ラグビー未経験者にも
伝わるようにラグビーの魅力と観戦のポイ
ントを語っていただきました。

【期日】　２０１９年７月７日
【会場】　春日市ふれあい文化センター

◆講演会「ラグビーの魅力とラグビー観戦の楽しみ方」

ラグビーの魅力を語る田村一博氏

骨折り餃子 10 人前
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チームの足跡（カナダ代表）

　カナダ代表は、北米で唯一ＲＷＣ全大会
に出場している強豪チームです。２０１８
年１１月の敗者復活予選を全勝で勝ち上が
り、ＲＷＣ２０１９出場２０チームの最後
の一枠を勝ち取りました。最終成績はプー
ル戦最下位となりましたが、岩手県釜石市
での最終戦が台風で中止となった後、災害
復旧ボランティア活動を行い、全世界から
称賛を受けました。

◆歓迎イベント

～Ｍａｐｌｅ Ｌｅａｆｓ ｉｎ Ｋａｓｕｇａ～
【期日】２０１９年９月２５日
【会場】春日市総合スポーツセンター
【選手】
カイル・ベイリー、フィル・マック、シェー
ン・オーリアリー、テイラー・パリス、ア
ンドリュー・クワトリン、コナー・トレイ
ナー

【スタッフ】
ギャレス・リーズ（メディアマネージャー）

　市民約６５０人がカナダ代表を歓迎しま
した。イベントは、春日太鼓保存会の和太
鼓演奏に始まり、春日リトルラガーズクラ
ブと選手とのタグラグビー対決、春日中学
校生徒の英語による Q ＆ A で交流を深め、
最後には会場全員でカナダ国歌を合唱しま
した。選手からは「太鼓の演奏に感動した」

「多くの人が集まってくれて驚いた。たく
さんの国旗を振ってくれてとても嬉しかっ
た」などの声が聞かれました。スタッフに
よると、イベントに参加した選手が、他の
選手にイベントの様子を嬉しそうに話して
聞かせる姿も見られたそうです。また、イ
ベント内で記念
品として手渡し
た市オリジナル
の法被は、チー
ム内で取り合い
になるほど人気
を集めたため、
後日、追加で６
着 進 呈 し ま し
た。

和太鼓演奏

カナダ代表を歓迎する参加者たち

タグラグビー対決



カナダ代表からのメッセージ
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◆練習の公開

　歓迎イベントなどに代表される市民の歓
迎ムードや、良好な練習環境がチームから
好評を得て、以前から交渉していた練習の
公開が急きょ了承されました。公開練習の
２日前の夕方に正式決定し、市ウェブサイ
トや総合情報メールなど広報手段は限定さ
れたものの、当日は約２千人の市民が訪れ
ました。多くの市民が集まったことは、チー
ムから大変喜ばれ、練習は、市民に近いと
ころで場所を変えながら行われました。「多
くの市民が近くで練習が見られるように」
というカナダ代表の粋な心遣いでした。
　練習終了後には、グラウンド内でサイン
や写真撮影の時間が設けられ、多くの市民
が選手と交流しました。

　近隣の渋滞や駐車場の混雑、会場の混乱
などを懸念していたものの、チームとの綿
密な打ち合わせやスポーツボランティア、
関係者の協力により、トラブルなく終える
ことができました。

来場者にサイン
するタイラー・
アードロンさん

ＲＷＣ出場チーム初の女性チームマネージャー
アラナ・ゲッティンガーさん
多くの市民の方々と交流できてうれしかったです。また、対イタリア戦は、春日
市の皆さんの声援のおかげで、まるでホームゲームのようでした。そして、準備
の行き届いた施設、ボランティアの支援も最高でした。試合に向けた良い準備が
できました。本当にありがとうございました。

メディアマネージャー　ギャレス・リーズさん
春日市の皆さんからの素晴らしいおもてなしにありがたい気持ちでいっぱいで
す。歓迎イベントも素晴らしく、ボランティアを含め、携わってくれた皆さんに
感謝しています。春日市は、われわれにとって是非また戻ってきたいと感じさせ
てくれる場所でした。

キャプテン　タイラー・アードロンさん
春日市の全ての子どもたち、ありがとうございました！応援に来てくれた方、サ
ポートしてくれた皆さん全てに感謝しています！
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◆大使の来訪・セミナー開催

　駐日アイルランド大使館・ポール・カヴァ
ナ大使が、市長・市議会議長を表敬訪問し
ました。併せて、アイルランドに関するセ
ミナーを議会棟議場で開催しました。セミ
ナーでは生徒が英語で質問するなど活発に
意見交換が行われ、アイルランドへの理解
と親しみが一気に深まりました。

【期日】　２０１９年７月２５日
【来訪者】　ポール・カヴァナ大使、

オウエン・フラビン領事

◆アイルランド代表の小学校訪問

　大会期間中、チームは春日東小学校を訪
問しました。会場となった春日東小学校の
６年生約１４０人は、応援メッセージボー
ドをつくるとともに、選手への英語での質
問、ラグビーの練習、アイルランド代表チー
ムの応援歌「アイルランズ・コール」の合
唱で交流を深めました。

【期日】　２０１９年１０月１１日
【選手】
ジャック・カーティー、ジョーディ・マー
フィー、ショーン・クローニン、クリス・ファ
レル、ロブ・カーニー、ギャリー・リングロー
ズ、リース・ラドック、ジョーン・ライアン

【スタッフ】
ポール・ディーン（チームマネージャー）、
デイビッド・オシオコン（メディアマネー
ジャー）、シネード・ベネット（オペレーション）

　アイルランド代表は、２０１８年ラグビーシックスネイションズでは圧倒的な強さで優勝
しました。また、大会開幕直前にはワールドラグビーのランキング第１位となり、優勝候補
として大会に乗り込みました。日本と同じプールＡを突破し９大会連続出場・７度目の決勝
トーナメント進出となったものの、またも準決勝の壁は破れませんでした。
　一方、アイルランドに対するイメージは、地理的な条件などからあまりなじみのないもの
でしたが、公認チームキャンプでの交流によって、同国への関心が非常に高まりました。

チームの足跡（アイルランド代表）

「WELCOME TO IRELAND - アイルランドへようこそ」 肩を組み合唱する選手と子どもたち
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◆国内外からのメディアによる取材

　強豪アイルランド代表へは、国内外メ
ディアの取材が殺到しました。主要新聞社、
大会キー局であるＮＨＫ、ＦＢＳはもとよ
り、ＢＢＣ（イギリス）、ＲＴ É（アイル
ランド）、World Rugby TV など国外メディ
アも取材し、その映像は、全世界に配信さ
れました。また、アイルランドラグビー協
会の公式ツイッターでは、選手・スタッフ
のインタビューとともに練習グラウンドや
トレーニングジムでの選手の様子、春日東

小学校への訪問では児童約１４０人と選手
8 人が円陣となり「アイルランズ・コール」
を合唱する様子が配信されました。

子どもたちにサインするロブ・カーニー選手

選手と一緒にパスの練習をする子どもたち

フランス代表対アメリカ代表戦の様子

アイルランドラグビー協会 Twitter

チームの足跡（フランス代表）

　フランス代表は、９大会連続９度目のＲ
ＷＣ出場を果たし、華麗なパス回しは「シャ
ンパンラグビー」と呼ばれ、これまで準優
勝３度の強豪国。春日市では、１０月１日
から３日までキャンプを実施する予定でし
たが、台風１８号の影響によりトレーニン
グは行われませんでした。１０月２日の博
多の森球技場でのアメリカ戦は３３対９で
勝利しました。会場には春日市から多くの
市民が応援に駆け付けました。
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タグラグビーの普及

　タグラグビーとは、１５人制ラグビーか
らタックルなどの接触プレーを無くした
ボールゲームです。性別や年齢を問わず、
誰でも安全に楽しむことができます。プ
レーヤーは、腰にベルトを着け、両腰に

「タグ（ビニール製のリボン）」を着けてプ
レー。相手のゴールラインにボールを持ち
込んで置くことで点が入ります。他のボー
ルゲームと大きく違う点は、楕円球を抱え
て自由に走り回ることができることです。
得点が入りやすく、全てのプレーヤーが活
躍でき、攻守とも運動量が豊富で、走る爽
快感を存分に味わえるなどの特徴があり
ます。個人技よりもチームプレーが重要な
ゲームで、全員がプレーに参加しやすく
なっています。

　春日市は、より多くの市民にラグビーの
魅力を伝え、ラグビーを通じてスポーツの
素晴らしさを感じてもらうため、保育所の
園児、市内の小学４・５年生、自治会役員
を対象に、すべての年代でタグラグビー教
室を実施しました。タグラグビーの指導に
は、福岡を拠点とするラグビーチームの九
州電力キューデンヴォルテクス、コカ・コー
ラレッドスパークス、宗像サニックスブ
ルースに協力していただきました。
　小学校学習指導要領でも例示され、注目
が高まるタグラグビー。何より、協力する
大切さ、相手を思いやる気持ち「ワンフォー
オール・オールフォーワン」や試合終了後
の「ノーサイドの精神」など、ラグビー独
特の素晴らしい文化が根付いていくことを
願っています。

大谷小学校

春日北小学校

須玖小学校



16

昇町保育所

日の出小学校

自治会連合会実務者研修

天神山小学校

春日南小学校
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トレーニングフィールドを体感

◆ＨＡＤＡＳＨＩでＳＨＩＢＡＦＵ

　白水大池公園多目的広場の芝生の整備が
順調に進み、組織委員会からも高い評価を
得たことから、青々と鮮やかに育った芝生
を裸足で直に感じるイベントを開催しまし
た。国際基準を満たす１３メートルのゴー
ルポールのもと、女子小中学生によるラグ
ビーエキシビジョンマッチ、水鉄砲バトル、
おもしろラグビー体験などで、約４００人
の市民が参加し芝生の感触を楽しみまし
た。また、イベントの運営には、九州電力
キューデンヴォルテクスＯＢ、春日リトル
ラガーズクラブ、スポーツボランティアの
協力をいただきました。

【期日】　２０１９年７月７日
【会場】　白水大池公園多目的広場
【内容】
１ 開会セレモニー
２ 第一部　女子小中学生によるラグビー

エキシビジョンマッチ、多目的広場の
愛称発表

３ 第二部　スポーツ体験（おもしろラグ
ビー体験、水鉄砲バトル、ニュースポー
ツ体験、バブルボール）

水鉄砲バトル

おもしろラグビー体験

バブルボール

ニュースポーツ体験参加者全員で集合写真
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◆ラグビークリニックｉｎ春日

　山口県長門市と春日市がカナダ代表の公
認チームキャンプ地となったことで、長門
市の 7 人制女子ラグビーチーム「ながと
ブルーエンジェルス」が訪れました。春日
リトルラガーズクラブをはじめ、小学生か
ら高校生まで約３０人が参加し、ラグビー
クリニックを行うとともに、ラグビーと英
語を通じた国際交流を図りました。子ども
たちは積極的に質問するなど夢中で取り組
み、「話し合いやコミュニケーションを重
視することで、パスが正確に回せるように
なった」と成長を実感していました。

【期日】　２０１９年 7 月２６日
【会場】　白水大池公園多目的広場
【指導者】　エドウィン・コッカー（元７
人制ニュージーランド代表主将）、ヘーゼ
ル・トゥビック（女子１５人制ＲＷＣ優勝
メンバー）、小野ゆき（７人制ニュージー
ランド州代表）、ワイシア・ナスゥング（リ
オ五輪金メダリスト・現７人制フィジー代
表）、村杉徐司、辻崎由希乃

◆白水大池公園多目的広場一般開放

　１０月１４日にアイルランド代表のキャ
ンプが終了したため、チームが使用した練
習グラウンドとトレーニングジムを一般開
放しました。トップアスリートに対応した
本格トレーニング機器やスクラムマシーン
を展示し、アイルランド代表の練習風景の
動画を上映しました。

【期日】　２０１９年１０月２０日
【会場】　白水大池公園多目的広場

採用され喜ぶ中塩由美さん
パスの練習をする女子中高生たち

チームが使用したトレーニングジム

多目的広場の愛称が
「ＫＡＳＵＧＡスクラムパーク」に決定！

　リニューアルした白水大池公園多目
的広場をより親しみやすいものとする
ため、愛称を募集しました。
　採用された「スクラムパーク」をお
寄せいただいた札幌市・朝倉修さんと
東京都・中塩由美さんには、賞状とＲ
ＷＣ２０１９サポーターボール（アイ
ルランド・カナダ）
を 贈 呈 し ま し た。
応募総数１１５件。
応募いただいた皆
さん、ありがとう
ございました。



まさに一生に一度しかできない、
大会公式マスコット「レンジー」
と、かすがくん・あすかちゃんの
レアコラボレーション。

アイルランド代表がキャンプ
地に決定した時に作成。全小
中学生、イベントで配布。

イベント、市役所窓口で着用。
カナダ代表に１着プレゼントしたら、
もっと欲しいとリクエストがありました！

ステッカー

　公認チームキャンプ地マークと市章は必須事項。
ワールドラグビーの精神である、

品位・情熱・結束・規律・尊重をイメージした５色
（緑・赤・黄・青・紫）の大会ユニバーサルグラフィック
や、レンジーと大会ロゴマーク、国旗などを配置し、

印象に残るデザインを意識しました。
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オリジナルＰＲグッズ
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大会公式マスコット「レンジー」
と、かすがくん・あすかちゃんの
レアコラボレーション。

アイルランド代表がキャンプ
地に決定した時に作成。全小
中学生、イベントで配布。

イベント、市役所窓口で着用。
カナダ代表に１着プレゼントしたら、
もっと欲しいとリクエストがありました！

ステッカー

　公認チームキャンプ地マークと市章は必須事項。
ワールドラグビーの精神である、

品位・情熱・結束・規律・尊重をイメージした５色
（緑・赤・黄・青・紫）の大会ユニバーサルグラフィック
や、レンジーと大会ロゴマーク、国旗などを配置し、

印象に残るデザインを意識しました。

【デザイン担当：影田 奈都美】

「ＳＣＲＵＭ　ＫＡＳＵＧＡ」へ
ポロシャツとともに配布。
スクラムを組んだ人とスポーツ
ボランティアの精神をイメージ。

アイルランドと市のカラー【フォレスト】、
カナダとフランスのカラー【バーガンディ】。
チームキャンプマークは白黒で存在感を出し、
背面には大会ロゴタイプ。市章は日本特有の
家紋の配置に。大会終了まで毎週火・金曜日
に全職員が着用しました。

カナダ代表の歓迎イベントでは、ポスターに
掲載したコナー・トレイナーさんがポスター
と写真を撮っていました。
チームマネージャーさんは選手が写っている
からとポスターを持って帰られました。
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小中学校で歓迎
中学生　応援メッセージボード

　公認チームキャンプ実施国を歓迎し、ま
た応援の意を表するため、市内全中学校の
美術部がメッセージボードを制作しまし
た。
　９月２日から２０日まで市役所１階アト
リウムに展示し、キャンプ期間中はトレー
ニングジムやチームルームに展示しまし
た。趣向を凝らした作品たちに、各チーム
の皆さんも大変喜んでいました。

賞 学校名

会長賞 春日東中学校 ①

かすがくん賞 春日野中学校 ②

あすかちゃん賞 春日北中学校 ③

優秀賞 春日南中学校 ④

優秀賞 春日西中学校 ⑤

優秀賞 春日中学校 ⑥

①

③

②

④

⑥

⑤
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小中学校で歓迎
小学生　折り鶴（アート）・会場応援・学校給食

◆折り鶴（アート）

　市内の小学生が公認チームキャンプ実施
国を応援するために、折り鶴を折ってくれ
ました。その折り鶴を使ってスポーツボラ
ンティア「ＳＣＲＵＭ　ＫＡＳＵＧＡ」と
一緒に千羽鶴やウェルカムボードを作成
し、キャンプ期間中はトレーニングジムや
チームルームに展示しました。
　アイルランド代表は、アイルランドラグ
ビー協会のツイッターに写真を掲載し、「素
敵なポスターをありがとう。しかもトレー
ニングジムで見ることができるなんて素敵
でした」とメッセージをくれました。

◆会場応援

　ＲＷＣ２０１９福岡会場観戦招待事業と
して、天神山小学校の５年生と日の出小学
校の６年生が、９月２６日のイタリア代表
対カナダ代表の試合を観戦しました。子ど
もたちは、カナダ国旗を振りながら、元気
いっぱい応援し、カナダ代表は、試合終了
後、真っ先に小学生の観覧席側に来て、応
援のお礼にお辞儀で応え感動を与えてくれ
ました。その場にいた小学生にとって、そ
の名のとおり、一生に一度の忘れられない
体験になりました。

◆学校給食で国際理解

　大会開催に伴い、市内の小中学生に食を
通じて国際理解を深める目的で、アイルラ
ンド、フランス、カナダの３カ国の料理を
給食で提供しました。

カナダ代表を応援する子どもたち

【アイルランド】
国のカラーであるグ
リーンを地に愛蘭土と
いう漢字表記から愛の
一文字とＩＲＦＵを優
勝祈願として金の鶴で
表現。

（アイルランド料理）
牛乳、山型パン、ス
パニッシュオムレツ、
コルカノン、ギネス
シチュー、オレンジ

（フランスとカナダ料理）
ご飯、鮭のクリーム
ソース、メイプルポ
テト、ポトフ、牛乳

【カナダ】
ＷＥＬＣＯＭＥの文字
と国旗を主体に楓の葉
は鶴を前面に配置して
表現。

【フランス】
ＷＥＬＣＯＭＥの文字
と国旗を主体に配置し
て表現。

【9 月 18 日小学校給食献立】

【10 月 3 日中学校給食献立】
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日時 対戦カード 来場者数 会場
９月２６日　１６：４５～ イタリアｖカナダ 約 100人 議会棟議場

９月２８日　１６：１５～ 日本ｖアイルランド 約 300人 春日公園
球技場前芝広場

１０月２日　１６：４５～ フランスｖアメリカ 約 50人
議会棟議場１０月１９日１６：１５～ イングランドｖオーストラリア

約 100人
１０月１９日１９：１５～ ニュージーランドｖアイルランド

◆県営春日公園　球技場前芝広場

　ホスト国の日本代表対世界ランキング２
位（当時）のアイルランド代表の試合を応
援しようとパブリックビューイングを開催
しました。
　実行委員会からは、２１０インチのト
ラックビジョンと最大２００人が収容でき
る巨大全天候型テントなどをレンタルで提
供しました。参加者は、ビール片手に各地
の料理を食べながら観戦することができま
した。
　試合は、アイルランド代表がトライを
あげリードするも、日本代表がペナル
ティキックを確実に決め僅差で追う展開
となりました。時折強い雨が降る中、日
本代表の勝利を信じて多くの市民でにぎ
わいました。
　また、スポーツボランティア「SCRUM 

KASUGA」のメンバーが両代表の応援フ
ラッグを来場者に配り、会場の盛り上げに
一役買いました。

【ゲスト】向井昭吾（コカ・コーラ レッ
ドスパークス監督・元日本代表
監督）

【司会】信川竜太（DJ）

◆春日市役所　議会棟議場

　初めての試みとして、議会棟議場でパブ
リックビューイングを開催しました。市民
の皆さんは、日ごろ入ることのない議場の
議席や傍聴席で、アイルランド・フラン
ス・カナダ代表の試合を熱心に応援しまし
た。

【司会】　米倉直道、柳沢大貴、
　　　　藤野頌子（市職員）

パブリックビューイング

アイルランド代表の旗を振って応援 議場でカナダ代表を応援
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つくしラグビーフェスタ２０１９

【期日】　２０１９年９月２８日
【会場】　県営春日公園球技場前芝広場

　「ラグビーをまちのエネルギーに！」を
合言葉に、つくしＪＣ主催でつくしラグ
ビーフェスタ２０１９が開催されました。
当日はコカ・コーラレッドスパークス、
九州電力キューデンヴォルテクスによる

ラグビー実演や体験コーナー、Fukuoka 
Dandelion による車いすラグビーの紹介、
九州を拠点に活躍するアイドルグループ
LinQ の公演などが行われました。
　当日は、２千人を超える人で賑わい、同
日同会場で行われたパブリックビューイン
グも、大変な盛り上がりとなりました。

車いすラグビーでぶつかりあう子どもたち ラグビー体験コーナー

福岡春日シーキャッツの体験コーナーラグビー実演

会場には多くの来場者が
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◆スポーツボランティアとは

　自主（自発）性、公益（社会、公共）
性、無償性を原則とし、スポーツという文
化の発展のために金銭的報酬を期待するこ
となく、自ら進んでスポーツ活動を支援す
る人（活動）のこと。
　スポーツを支えることで、多くの人々が
交わり共感し合い、社会の絆が強くなって
いきます。スポーツを支える活動は、地域
のスポーツ団体の運営や監督・コーチなど
の指導活動、スポーツイベントの運営など
多岐にわたります。地域のスポーツ活動を
推進していく上で、スポーツを支える人材
はなくてはならない存在です。
　本市においては、スポーツを支える人材
の育成や活躍の場の確保に取り組むこと
で、地域のスポーツ活動を通して多くの市
民が交流し、共感し合う絆の強いまちを目
指します。

◆研修（学び）

＜2018年度研修会＞
【第１回】スポーツボランティアの基礎
講師：久留米大学　人間健康学部　スポー
ツ医科学科　准教授　行實鉄平氏

【第２回】アイルランドの文化について
講師：日本ケルト協会代表　山本啓湖氏

【第３回】スポーツボランティアの新しい扉
講師：日本スポーツボランティアネット
ワーク事務局長　但野秀信氏

＜2019年度研修会＞
【第 1 回】
○スポーツボランティアのやりがいや楽し

み方
講師：日本スポーツボランティアネット
ワーク　慶田花英太氏、高尾都茂子氏

【第 2 回】
○トップアスリートに聞くスポボラ
講師：元コカ・コーラレッドスパークス選
手　豊田将万氏
○ボランティアと安全管理
○やさしい英会話

【第 3 回】
○グループ別顔合わせ、リーダー決め

【第 4 回】
○現地確認、実際のボランティア活動での

留意点など

◆実践

＜イベント運営＞

スポーツボランティア「SCRUM KASUGA」

第１回研修会の様子 JR春日駅でのパブリックビューイングのビラ配り

HADASHIでSHIBAFUイベントのサポート
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ながとブルーエンジェルスによるラグビー教室のサポート

ラグビーフェスタ２０１９の運営サポート
ゴールポールの
設置作業

カナダ代表の公開練習の警備

アイルランド代表の見送りに駆けつけてくれたスポーツボ
ランティアの皆さん

＜キャンプ地運営＞

　SCRUM KASUGAは、前年度は２８人。
２０１９年度は８３人。高校生から７０歳代ま
で、幅広い年齢層が集まりました。全員ユニ
フォームを統一し、活気あふれる雰囲気で、老
若男女問わず仲良くなり、「ONE TEAM」と
なって活動でき、みんな一生に一度の素晴らし
い経験ができたと思います。ボランティアの皆
さんのおかげで、事故など何も起こらず、イベ
ントが成功し、チームも練習に集中することが
できました。代表チーム出発の際には荷物搬出
や見送りにボランティアの皆さんが駆けつけて
くれました。
　アイルランド代表からは、「今までのキャン
プ地の中で一番良くしていただきました。感謝
しています」とうれしい言葉を頂きました。
　今回のＲＷＣ２０１９の盛り上がりととも
に、スポーツボランティアへの理解、関心が深
まりました。今後のスポーツボランティアへと
つなげていければと思います。　　        （Ｊ）

アイルランド代表の春日東小学校訪問のサポート

カナダ代表歓迎イベントでの通訳



27

　アジアで初めて開催されたＲＷＣ２０１９日本大会は、南アフリカが史上最多に並ぶ
３回目の優勝を果たし、1カ月半にわたる激戦の幕を閉じました。開幕前の予想を大き
く上回る盛り上がりを見せたワールドカップ。北海道から九州まで、全国１２の試合会
場は、いずれもほぼ満員の観客で埋まりました。予選から決勝までの観客動員数は延べ
１７０万４,４４３人、１試合の平均観客数は３７,８７７人。横浜国際競技場で行われた決
勝のイングランド代表対南アフリカ代表戦は７０,１０３人。これは同会場の歴代最多動員
数を記録しました。試合会場だけではなく、全国１６カ所に設けられた公式ファンゾーンに
は、およそ１１４万人の観客が訪れ賑わいを見せました。チケットの販売数は、約１８４万
枚。これらの実績は、この大会が、日本国内はもとより世界中から高い関心を集めたことを
示しています。

◆日本が初のベスト８入り

　１９８７年から始まり９回目を迎え、その全てに出場してきた日本代表でしたが、前々回
２０１１年の第７回大会までの成績はわずか１勝。転機となったのは、前回２０１５年のイ
ングランド大会。ブライトンの奇跡と言われた南アフリカ戦を含め、RWC初の予選リーグ
３勝をあげました。そして、今大会は、「ONE TEAM」を合い言葉にさまざまな出身の選
手たちが一つになって、優勝候補と言われたアイルランド代表を破るなど予選プール４戦を
全勝で終えて悲願のベスト８進出を達成しました。

◆ラグビーの持つ「品位・情熱・結束・規律・尊重」

　今大会では、ラグビーの基本原則がさまざまな場面で具現化され、ラグビーの試合の魅力
とともに、選手の振る舞いも多くの人々の心を捉えました。「ノーサイドの精神」。選手た
ちは、試合中どんなに激しく身体をぶつけ合っていても、ノーサイドの笛が鳴れば互いの健
闘を称え合い握手を交わします。また、多くのチームが観客席に向かって試合後にお辞儀を
するという姿も見られました。さらには、台風通過後に行われた全ての試合で開始前に黙と
うが捧げられ、岩手県釜石市の試合が中止となったカナダ代表は、これまでの応援に対する
感謝を示そうと、被災地の災害復旧ボランティアに参加しました。

◆大会キャッチコピー

「4年に一度じゃない。一生に一度だ。- ONCE IN A LIFETIME -」

ＲＷＣ２０１９日本大会を振り返る
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◆チーム成績

◆ワールドラグビー　ビル・ボーモント会長コメント

　ＲＷＣ２０１９は、最高の大会の１つであり、私たちが愛するラグビーに新たな観客をも
たらしたという点で非常に画期的でした。全世界のラグビーファンを代表して、このような
素晴らしく、謙虚で、歴史的なホスト国であった日本と日本人に、心の底から感謝したいと
思います。南アフリカ代表は傑出したラグビーを続け、ウェブ・エリス・カップを掲げるに
ふさわしいチームでした。そして、日本代表の驚くべきパフォーマンスも、間違いなく大会
の最も記憶に残る瞬間でした。台風ハギビスという非常に困難な災害に対する日本の対応
は、この素晴らしい国の人々の回復力と復興への決意の表れであると感じます。われわれ
は、この悲劇的な出来事の影響を受けた全ての人々について思い続けています。最後に、Ｒ
ＷＣ２０１９が記憶に残る大会であるために全力を尽くした全２０チームと関係者の皆様に
感謝したいと思います。日本大会はさまざまな意味で記録を破り、ラグビーの印象を劇的に
変えたのです。

◆ＲＷＣ２０１９で話題になったこと

・カナダ代表は台風で試合中止になったものの、釜石に残り災害復旧のボランティア活動に
従事し全世界から絶賛されました。

・日本代表の応援ソング「ビクトリーロード」がファンにもお馴染みに。
・「ジャッカル」「にわかファン」「４年に一度じゃない。一生に一度だ」「笑わない男」

「ONE TEAM」が流行語大賞にノミネート。流行語大賞は「ONE TEAM」に。
・「ノーサイドの精神」が広まり、ラグビーやスポーツの素晴らしさを改めて認識。
・日本代表がアイルランド代表を撃破するなどプール戦4勝で悲願のベスト８へ。
・南アフリカ代表初の黒人キャプテン、シヤ・コリシが優勝杯ウェブ・エリス・カップを掲

げました。
・W杯が終わり「ラグビーロス」になる人が続出。
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総括表
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No. 役職名 所属団体等名 職名 氏名

1 会長 春日市 市長 井上　澄和

2 副会長 春日市議会 議長 金堂　清之（2018 年度）
松尾　德晴（2019 年度）

3 副会長 春日市自治会連合会 会長 秋枝　惠美

4 副会長 （一社）春日市体育協会 会長 城田　正博

5 副会長 春日市商工会 会長 吉岡　統三

6 顧問 福岡県議会 議員 中牟田　伸二

7 顧問 福岡県議会 議員 松尾　嘉三

8 顧問 福岡県ラグビーフットボール協会 理事長 松岡　英雄

9 参与 春日市 副市長 後藤　俊介

10 参与 春日市議会 副議長 竹下　尚志（2018 年度）
岩切　幹嘉（2019 年度）

11 参与 春日市教育委員会 教育長 山本　直俊

12 委員 春日市スポーツ少年団 本部長 中谷　純子

13 委員 （一社）つくし青年会議所 理事長 友石　淳

14 委員 筑紫医師会（春日医師団） 病院長 松村　順

15 委員 春日市文化協会 会長 別府　正紀

16 委員 春日市健康づくり推進協議会 会長 瓦田　裕二

17 委員 春日市スポーツ推進審議会 会長 照屋　博行

18 委員 春日市スポーツ推進委員会 委員長 森山　善彦

19 委員 春日市社会福祉協議会 会長 友廣　英司

20 委員 春日市民生委員児童委員協議会 会長 石橋　壯児

21 委員 春日市立中学校校長会 会長 古澤　裕二（2018 年度）
大森　制也（2019 年度）

22 委員 春日市立小学校校長会 会長 丸山　晴幹（2018 年度）
水上　雅義（2019 年度）

23 委員 春日市私立幼稚園連盟 会長 白水　剛

24 委員 春日リトルラガーズクラブ 代表 井村　仁志

25 委員 ＮＰＯ法人春日イーグルス 会長 渡邊　透

26 委員 春日市ラグビー協会 顧問 松本　弘樹

27 監事 筑紫農業協同組合 組合長 白水　清博

28 監事 春日市小中学校ＰＴＡ連絡協議会 会長 宮﨑　泰三郎（2018 年度）
園木　崇嗣（2019 年度）

●　実行委員会 （敬称略）

No. 氏名 所属団体等名
1 秋吉　包雄 春日リトルラガーズクラブ
2 有馬　総志 春日市商工会
3 井筒　康貴 つくし青年会議所
4 井口　謙氏 春日市商工会
5 井村　仁志 春日リトルラガーズクラブ
6 衛藤　大地 春日市商工会
7 吉上　耕平 九州電力 ( 株 )
8 クリス　フリン 春日リトルラガーズクラブ
9 筒井　洋貴 つくし青年会議所

No. 氏名 所属団体等名
10 中嶋　浩一朗 春日市商工会
11 西村　英五郎 春日リトルラガーズクラブ
12 根之木　武志 福岡県ラグビーフットボール協会
13 野田　孝則 Ｐ－ＦＡＣＴＯＲＹ
14 福山　隆一郎 つくし青年会議所
15 前田　健之輔 つくし青年会議所
16 松本　弘樹 春日市ラグビー協会
17 武藤　孝史朗 つくし青年会議所
18 山口　伸之 福岡県ラグビーフットボール協会

●　専門委員会

関係者名簿
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●　タグラグビー教室関係者 ( 順不同 )

九州電力キューデンヴォルテクス （選手）本村光章、大野和真、齋藤剛希、高屋直生、小森光太郎、中尾康太郎、浦真人　（OB）竹
内俊二、中村嘉宏、吉上耕平、森田啓介、松尾健一、松添健吉　( スタッフ ) 板坂剛、山口雄一

宗像サニックスブルース （選手）濱里祐介、今村雄太、屋宜ベンジャミンレイ、鶴岡怜志、金堂礼　（スタッフ）渡邊敏行、
松園正隆、加古川雅嗣、向井清一

コカ・コーラレッドスパークス （スタッフ）有田将太、渡辺郷、築城昌拓、香月武、上本茂基

●　折り鶴作成者
　　春日市内全小学生

●　メッセージボード制作者、アイルランド大使セミナー参加者
　　春日市内全中学校の美術部及び生徒会

●　スポーツボランティアSCRUM KASUGA（50音順）
相川みどり、赤迫真紀、秋山温土、安部未来、石橋第一郎、石原綾子、
井上萌香、岩崎俊作、岩本晃、内田有香、浦田健一、遠藤龍雄、大淵
充博、奥晴乃介、奥福美、奥園健治、尾割勝廣、賀来悦子、貴島みな
み、木戸聖歌、久峩麻梨恵、久峩里香、小島伊織、小宮稜花、酒見日
和、迫田優、佐澤キャロリーヌ、佐澤卓哉、柴田みさお、島村里歩、杉
紋佳、杉谷孝幸、杉谷宏子、鈴木愛唯、瀬川小百合、副田美香、高木紫
苑、高本栄子、竹下涼華、田淵愛子、知北明美、出口豊、手島風海、徳
島勇大、鳥飼なるみ、長浦善三來、中尾美香、永田美和、中村美優、南
嶋健心、西村萌、野田美沙、畠中健司、濱本恵里、林龍、原梨乃、判野
文香、平島紀美香、廣渡さくら、藤﨑達也、藤野鈴子、本郷京子、本郷
賢和、牧山侑加、松尾志郎、松田英穂、松本皓太郎、松本璃咲、三島一
花、宮原潔、森本裕二、森山善彦、矢富愛佳、柳井かほる、矢野美華
里、山口佳音、山口洋子、山下佳代、山村洋一、横尾茉依、吉田龍樹、
脇山すみれ、渉華菜

●　春日市 RWC 実施本部事務局
No. 役職名 職名 氏名
1 本部長 市長 井上　澄和
2 副本部長 副市長 後藤　俊介
3 教育長 山本　直俊
4 事務局長 健康推進部長 佐々木　康広
5 経営企画部長 石橋　徹
6 総務部長 内田　賢一
7 市民部長 渡辺　厚子
8 福祉支援部長 髙瀬　光弘
9 地域生活部長 猪口　功
10 都市整備部長 黒田　一輝
11 教育部長 神田　芳樹

No. 役職名 職名 氏名
12 議会事務局長 緒里　哲司
13 事務局次長 健康スポーツ課主幹 岩隈　和則
14 健康スポーツ課長 貴島　宏一
15 健康スポーツ課 大瀬　玄徳
16 健康スポーツ課 小嶋　健朗
17 健康スポーツ課 山﨑　隆博
18 健康スポーツ課 岩本　慎平
19 健康スポーツ課 松井　貴之
20 健康スポーツ課 竹内　慎二
21 健康スポーツ課 影田　奈都美
22 健康スポーツ課 菅野　順子（Ｊ）

No. 部 課 氏名
1 経営企画部 秘書広報課 清水　満得
2 経営企画部 秘書広報課 小薗　正剛
3 経営企画部 財政課 三田寺　洋幸
4 総務部 総務課 有吉　基樹
5 総務部 人事法制課 渡邊　潤
6 総務部 管財課 松井　淳
7 市民部 税務課 金堂　尭人
8 市民部 納税課 川邊　靖子
9 市民部 市民課 大野　哲也
10 健康推進部 国保医療課 荒井　雄介
11 健康推進部 高齢課 米倉　直道
12 健康推進部 高齢課 石丸　史也
13 健康推進部 健康スポーツ課 江口　泰斗

No. 部 課 氏名
14 福祉支援部 保護課 三重野　通和
15 福祉支援部 子育て支援課 岡村　由加里
16 福祉支援部 こども未来課 境　晃平
17 地域生活部 地域づくり課 八和田　美咲
18 地域生活部 環境課 吉本　向日葵
19 地域生活部 安全安心課 木村　太郎
20 都市整備部 都市計画課 柳沢　大貴
21 都市整備部 道路管理課 松﨑　裕信
22 都市整備部 下水道課 松本　久幸
23 教育部 教務課 林　由梨奈
24 教育部 教務課 竹添　好
25 教育部 地域教育課 藤野　頌子

●　支援職員

No. 部 課 氏名
1 総務部 管財課 山下　靖雄
2 総務部 管財課 油谷　涼
3 都市整備部 都市計画課 平井　和哉

No. 部 課 氏名
4 都市整備部 都市計画課 堀　祐輔
5 都市整備部 都市計画課 東　佳介
6 都市整備部 道路管理課 赤木　喜雄

●　施設整備協力
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